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１
．
委
員
会
は
、
１
９
９
８
年
10
月
28
日
及
び

29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
７
１
４
回
か
ら
第
１

７
１
７
回
会
合
（CCPR/SR/1714-1717

）

に
お
い
て
日
本
政
府
の
第
四
回
報
告
（CCPR/

C/115/A
dd.3 and Corr.1

）
を
検
討
し
、
１

９
９
８
年
11
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
７
２

６
回
及
び
第
１
７
２
７
回
会
合
（CCPR/C/

SR.1726-1727

）
に
お
い
て
以
下
の
最
終
見
解

を
採
択
し
た
。

Ａ
．
序
論

２
．
委
員
会
は
、
委
員
会
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ

た
論
点
に
対
し
て
代
表
団
に
よ
り
提
供
さ
れ
た

率
直
か
つ
毅
然
と
し
た
回
答
と
、
委
員
会
の
構

成
員
に
よ
り
な
さ
れ
た
口
頭
質
問
に
対
す
る
答

弁
に
お
い
て
提
供
さ
れ
た
説
明
と
解
説
に
対

し
、
感
謝
の
意
を
表
明
す
る
。
委
員
会
は
、
ま

た
、
締
約
国
の
様
々
な
部
局
を
代
表
す
る
大
代

表
団
の
出
席
に
つ
い
て
も
、
規
約
に
基
づ
く
義

務
に
応
じ
て
い
る
政
府
の
真
剣
さ
を
表
す
も
の

で
あ
り
、
感
謝
す
る
。
委
員
会
は
、
ま
た
、
そ

の
報
告
及
び
委
員
会
の
作
業
が
、
広
く
周
知
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
締
約
国
を
賞
賛
す

る
。
委
員
会
は
、
今
回
の
報
告
に
関
す
る
議
論

に
多
数
の
法
律
家
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
出
席
し
て
い
る

こ
と
を
歓
迎
す
る
。

Ｂ
．
肯
定
的
要
素

３
．
委
員
会
は
、
国
内
法
を
規
約
に
適
合
さ
せ

る
現
在
進
行
中
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
政
府
を
賞

賛
す
る
。
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
労
働
基
準

法
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
、
刑
法
、

児
童
福
祉
法
、
公
職
選
挙
法
、
風
俗
営
業
等
の

規
制
及
び
業
務
の
適
性
化
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
と
と
も
に
人
権
擁
護
施
策
推
進
法
並
び
に

児
童
売
春
及
び
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
日
本
国
民

を
処
罰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
案
を
歓
迎

す
る
。

４
．
委
員
会
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
の
施
策
を
調
査
し
、
発
展
さ
せ
る
目
的

で
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
の
内
閣
レ
ヴ
ェ
ル

で
の
設
置
及
び
男
女
共
同
参
画
２
０
０
０
年
プ

ラ
ン
の
採
択
を
満
足
を
も
っ
て
留
意
す
る
。
委

員
会
は
、
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
に
よ
っ
て

と
ら
れ
た
、
韓
国
・
朝
鮮
人
学
校
の
生
徒
、
婚

外
子
、
ア
イ
ヌ
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
児
童
に
対

す
る
差
別
及
び
偏
見
の
撤
廃
に
取
り
組
む
た
め

の
措
置
を
歓
迎
す
る
。

５
．
委
員
会
は
、
国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
受

験
資
格
に
お
け
る
女
性
へ
の
制
限
の
撤
廃
、
男

女
別
定
年
制
及
び
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
退
職
制

の
解
消
を
歓
迎
す
る
。

Ｃ
．
主
な
懸
念
事
項
及
び
勧
告

６
．
委
員
会
は
、
第
３
回
報
告
の
検
討
の
後
に

発
せ
ら
れ
た
そ
の
勧
告
が
大
部
分
履
行
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
、
遺
憾
に
思
う
。

７
．
委
員
会
は
、
人
権
の
保
障
と
人
権
の
基
準

は
世
論
調
査
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
い
こ
と
を

強
調
す
る
。
規
約
に
基
づ
く
義
務
に
違
反
し
得

る
締
約
国
の
態
度
を
正
当
化
す
る
た
め
に
世
論

の
統
計
を
繰
り
返
し
使
用
す
る
こ
と
は
懸
念
さ

れ
る
。
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８
．
委
員
会
は
、「
公
共
の
福
祉
」
に
基
づ
き

規
約
上
の
権
利
に
付
し
得
る
制
限
に
対
す
る
懸

念
を
再
度
表
明
す
る
。
こ
の
概
念
は
、
曖
昧
、

無
制
限
で
、
規
約
上
可
能
な
範
囲
を
超
え
た
制

限
を
可
能
と
し
得
る
。
前
回
の
見
解
に
引
き
続

い
て
、
委
員
会
は
、
再
度
、
締
約
国
に
対
し
、

国
内
法
を
規
約
に
合
致
さ
せ
る
よ
う
強
く
勧
告

す
る
。

９
．
委
員
会
は
、
人
権
侵
害
を
調
査
し
、
不
服

に
対
し
救
済
を
与
え
る
た
め
の
制
度
的
仕
組
み

を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
懸
念
を
有
す
る
。
当
局

が
権
力
を
濫
用
せ
ず
、
実
務
に
お
い
て
個
人
の

権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
効

果
的
な
制
度
的
仕
組
み
が
要
請
さ
れ
る
。
委
員

会
は
、
人
権
擁
護
委
員
（
訳
注
：
原
文
で
は

Civil Liberties Com
m
ission

）
は
、
法
務
省

の
監
督
下
に
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
権
限
は
勧
告

を
発
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え

る
。
委
員
会
は
、
締
約
国
に
対
し
、
人
権
侵
害

の
申
立
て
に
対
す
る
調
査
の
た
め
の
独
立
し
た

仕
組
み
を
設
立
す
る
こ
と
を
強
く
勧
告
す
る
。

10
．
さ
ら
に
と
り
わ
け
、
委
員
会
は
、
調
査
及

び
救
済
の
た
め
警
察
及
び
出
入
国
管
理
当
局
に

よ
る
不
適
正
な
処
遇
に
対
す
る
申
立
て
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
独
立
し
た
当
局
が
存
在
し
な
い

こ
と
に
懸
念
を
有
す
る
。
委
員
会
は
そ
の
よ
う

な
独
立
し
た
機
関
又
は
当
局
が
締
約
国
に
よ
り

遅
滞
な
く
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
勧
告
す
る
。

11
．
委
員
会
は
、
客
観
的
な
基
準
を
欠
き
、
規

約
第
26
条
に
抵
触
す
る
、「
合
理
的
な
差
別
」

の
概
念
の
曖
昧
さ
に
懸
念
を
有
す
る
。
委
員
会

は
、
こ
の
概
念
を
擁
護
す
る
た
め
締
約
国
に
よ

り
主
張
さ
れ
た
議
論
は
、
第
３
回
報
告
の
検
討

の
際
に
主
張
さ
れ
、
委
員
会
が
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
と
判
断
し
た
も
の
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を

認
め
る
。

12
．
委
員
会
は
、
特
に
国
籍
、
戸
籍
及
び
相
続

権
に
関
し
、
婚
外
子
に
対
す
る
差
別
に
つ
い
て

引
き
続
き
懸
念
を
有
す
る
。
委
員
会
は
、
規
約

第
26
条
に
従
い
、
す
べ
て
の
児
童
は
平
等
の
保

護
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
立
場
を
再
確
認
し
、

締
約
国
が
民
法
第
９
０
０
条
第
４
項
を
含
む
、

法
律
の
改
正
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ

と
を
勧
告
す
る
。

13
．
委
員
会
は
、
朝
鮮
人
学
校
の
不
認
定
を
含

む
、
日
本
国
民
で
は
な
い
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
差
別
の
事
例
に
懸
念

を
有
す
る
。
委
員
会
は
、
第
27
条
に
関
す
る
委

員
会
の
一
般
的
な
性
格
を
有
す
る
意
見
23
（
１

９
９
４
年
）
が
、
第
27
条
に
よ
る
保
護
は
国
民

に
限
定
さ
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
締
約
国
の
注
意
を
喚
起
す
る
。

14
．
委
員
会
は
、
土
地
へ
の
権
利
の
不
認
定
と

同
様
に
、
言
語
及
び
高
等
教
育
に
関
す
る
ア
イ

ヌ
先
住
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（A

inu indigenous 
m
inority

）
の
人
々
に
対
す
る
差
別
に
つ
い
て

懸
念
を
有
す
る
。

15
．
同
和
問
題
に
関
し
、
委
員
会
は
、
教
育
、

所
得
、
効
果
的
救
済
制
度
に
関
し
部
落
の
人
々

（Buraku m
inority

）
に
対
す
る
差
別
が
続
い

て
い
る
事
実
を
締
約
国
が
認
め
て
い
る
こ
と
を

認
識
す
る
。
委
員
会
は
、
締
約
国
が
こ
の
よ
う

な
差
別
を
終
結
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ

と
を
勧
告
す
る
。

16
．
委
員
会
は
、
婚
姻
の
解
消
又
は
取
消
の
日

か
ら
６
か
月
以
内
の
女
性
の
再
婚
の
禁
止
及
び

男
性
と
女
性
の
婚
姻
年
齢
の
相
違
の
よ
う
な
、

女
性
に
対
す
る
締
約
国
の
差
別
的
法
律
が
国
内

的
法
秩
序
に
依
然
と
し
て
残
存
し
て
い
る
こ
と

に
懸
念
を
有
す
る
。
委
員
会
は
、
女
性
に
対
す

る
差
別
を
規
定
す
る
す
べ
て
の
法
律
の
条
項
は

規
約
第
２
条
、
第
３
条
及
び
第
26
条
に
適
合
せ

ず
、
廃
止
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
想
起
す
る 

17
．
委
員
会
は
、
日
本
の
第
３
回
報
告
の
検
討
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終
了
時
に
、
外
国
人
永
住
者
が
、
登
録
証
明
書

を
常
時
携
帯
し
な
い
こ
と
を
犯
罪
と
し
、
刑
事

罰
を
科
す
外
国
人
登
録
法
は
、
規
約
第
26
条
に

適
合
し
な
い
と
の
最
終
見
解
を
示
し
た
意
見
を

再
度
表
明
す
る
。
委
員
会
は
、
そ
の
よ
う
な
差

別
的
な
法
律
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
再

度
勧
告
す
る
。

18
．
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
26
条

は
、
再
入
国
許
可
を
得
て
出
国
し
た
外
国
人
の

み
が
在
留
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
な
く
日
本
に

戻
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
許
可
の

付
与
は
完
全
に
法
務
大
臣
の
裁
量
で
あ
る
こ
と

を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
第

２
世
代
、
第
３
世
代
の
日
本
へ
の
永
住
者
、
日

本
に
生
活
基
盤
の
あ
る
外
国
人
は
、
出
国
及
び

再
入
国
の
権
利
を
剥
奪
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

委
員
会
は
、
こ
の
規
定
は
、
規
約
第
12
条
２
及

び
４
に
適
合
し
な
い
と
考
え
る
。
委
員
会
は
、

締
約
国
に
対
し
、「
自
国
」と
い
う
文
言
は
、「
自

ら
の
国
籍
国
」
と
は
同
義
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
注
意
喚
起
す
る
。
委
員
会
は
、
従
っ
て
、

締
約
国
に
対
し
、
日
本
で
出
生
し
た
韓
国
・
朝

鮮
出
身
の
人
々
の
よ
う
な
永
住
者
に
関
し
て
、

出
国
前
に
再
入
国
の
許
可
を
得
る
必
要
性
を
そ

の
法
律
か
ら
除
去
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

19
．
委
員
会
は
、
収
容
の
厳
し
い
条
件
、
手
錠

使
用
及
び
隔
離
室
で
の
収
容
を
含
む
、
出
入
国

管
理
手
続
中
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
対
す
る

暴
力
及
び
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
申
立
て
に
つ
い
て
懸
念
を
有
す
る
。
入

国
者
収
容
所
の
被
収
容
者
は
、６
ヶ
月
間
ま
で
、

ま
た
、
い
く
つ
か
の
事
例
に
お
い
て
は
２
年
間

も
そ
こ
に
収
容
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
委
員

会
は
、
締
約
国
が
収
容
所
の
状
況
に
つ
い
て
再

調
査
し
、
必
要
な
場
合
に
は
、
そ
の
状
況
を
規

約
第
７
条
及
び
第
９
条
に
合
致
さ
せ
る
た
め
の

措
置
を
と
る
こ
と
を
勧
告
す
る
。

20
．
委
員
会
は
、
死
刑
を
科
す
こ
と
の
で
き
る

犯
罪
の
数
が
、
日
本
の
第
３
回
報
告
の
検
討
の

際
に
代
表
団
か
ら
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
削
減
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
厳
に
懸
念
を
有
す

る
。
委
員
会
は
、
規
約
の
文
言
が
死
刑
の
廃
止

を
指
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
死
刑
を
廃
止
し
て

い
な
い
締
約
国
は
最
も
重
大
な
犯
罪
に
つ
い
て

の
み
そ
れ
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
再
度
想
起
す
る
。
委
員
会
は
、
日

本
が
死
刑
の
廃
止
に
向
け
た
措
置
を
講
ず
る
こ

と
、
及
び
、
そ
れ
ま
で
の
間
そ
の
刑
罰
は
、
規

約
第
６
条
２
に
従
い
、
最
も
重
大
な
犯
罪
に
限

定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
。

21
．
委
員
会
は
、
死
刑
確
定
者
の
拘
禁
状
態
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
深
刻
な
懸
念
を
有
す
る
。

特
に
、
委
員
会
は
、
面
会
及
び
通
信
の
不
当
な

制
限
並
び
に
死
刑
確
定
者
の
家
族
及
び
弁
護
士

に
執
行
の
通
知
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
規
約
に

適
合
し
な
い
と
認
め
る
。
委
員
会
は
、
死
刑
確

定
者
の
拘
禁
状
態
が
、
規
約
第
７
条
、
第
10
条

１
に
従
い
、
人
道
的
な
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
を

勧
告
す
る
。

22
．
委
員
会
は
、
起
訴
前
勾
留
は
、
警
察
の
管

理
下
で
23
日
間
も
の
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し

得
る
こ
と
、
司
法
の
管
理
下
に
迅
速
か
つ
効
果

的
に
置
か
れ
ず
、
ま
た
、
被
疑
者
が
こ
の
23
日

の
間
、
保
釈
さ
れ
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
、
取
調
べ
の
時
刻
と
時
間
を
規
律
す
る

規
則
が
な
い
こ
と
、
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者

に
助
言
、支
援
す
る
国
選
弁
護
人
が
な
い
こ
と
、

刑
事
訴
訟
法
第
39
条
第
３
項
に
基
づ
き
弁
護
人

の
接
見
に
は
厳
し
い
制
限
が
あ
る
こ
と
、
取
調

べ
は
被
疑
者
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
弁
護
人
の

立
会
い
な
し
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
第

９
条
、
第
10
条
及
び
第
14
条
に
規
定
す
る
保
障

が
完
全
に
満
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
深
く
懸

念
を
有
す
る
。
委
員
会
は
、
日
本
の
起
訴
前
勾

留
制
度
が
、
規
約
第
９
条
、
第
10
条
及
び
第
14
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条
の
規
定
に
従
い
、
速
や
か
に
改
革
が
さ
れ
る

べ
き
こ
と
を
、
強
く
勧
告
す
る
。

23
．
委
員
会
は
、
代
用
監
獄
制
度
が
、
捜
査
を

担
当
し
な
い
警
察
の
部
局
の
管
理
下
に
あ
る
も

の
の
、
分
離
さ
れ
た
当
局
の
管
理
下
に
な
い
こ

と
に
懸
念
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
規
約
第
９
条

及
び
第
14
条
に
基
づ
く
被
拘
禁
者
の
権
利
に
つ

い
て
侵
害
の
機
会
を
増
加
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
。
委
員
会
は
、
代
用
監
獄
制
度
が
規
約
の
す

べ
て
の
要
請
に
合
致
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
日
本

の
第
3
回
報
告
の
検
討
後
に
発
せ
ら
れ
た
そ
の

勧
告
を
再
度
表
明
す
る
。

24
．
委
員
会
は
、
人
身
保
護
法
に
基
づ
く
人
身

保
護
規
則
第
４
条
が
、
人
身
保
護
命
令
書
を
取

得
す
る
た
め
の
理
由
を
（
ａ
）
拘
束
状
態
に
置

く
こ
と
に
つ
い
て
の
法
的
権
限
の
欠
如
及
び

（
ｂ
）
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
明
白
な

違
反
、
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
に
懸
念
を
有
す

る
。
ま
た
、
そ
れ
は
他
の
す
べ
て
の
救
済
措
置

を
尽
く
し
た
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
委
員
会

は
、
同
規
則
第
４
条
が
、
拘
束
の
正
当
性
に
対

抗
す
る
た
め
の
救
済
措
置
と
し
て
の
効
果
を
損

う
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
規
約
第
９
条

に
適
合
し
な
い
と
考
え
る
。
委
員
会
は
、
締
約

国
が
同
規
則
第
４
条
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

人
身
保
護
請
求
に
よ
る
救
済
に
つ
い
て
い
か
な

る
限
定
や
制
限
な
し
に
完
全
に
効
果
的
な
も
の

と
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
。

25
．
委
員
会
は
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
多
数
の

有
罪
判
決
が
自
白
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い

う
事
実
に
深
く
懸
念
を
有
す
る
。
自
白
が
強
要

に
よ
り
引
き
出
さ
れ
る
可
能
性
を
排
除
す
る
た

め
に
、
委
員
会
は
、
警
察
留
置
場
す
な
わ
ち
代

用
監
獄
に
お
け
る
被
疑
者
へ
の
取
調
べ
が
厳
格

に
監
視
さ
れ
、
電
気
的
手
段
に
よ
り
記
録
さ
れ

る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
。

26
．
委
員
会
は
、
刑
事
法
の
下
で
、
検
察
に
は
、

公
判
に
お
い
て
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
も
の
を

除
き
捜
査
の
過
程
で
収
集
し
た
証
拠
を
開
示
す

る
義
務
は
な
く
、
弁
護
側
に
は
手
続
の
如
何
な

る
段
階
に
お
い
て
も
資
料
の
開
示
を
求
め
る
一

般
的
な
権
利
を
有
し
な
い
こ
と
に
懸
念
を
有
す

る
。
委
員
会
は
、
規
約
第
14
条
３
に
規
定
さ
れ

た
保
障
に
従
い
、
締
約
国
が
、
防
禦
権
を
阻
害

し
な
い
た
め
に
弁
護
側
が
す
べ
て
の
関
係
資
料

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の

法
律
と
実
務
を
確
保
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
。

27
．
委
員
会
は
、
日
本
の
行
刑
施
設
の
制
度
の

多
く
の
側
面
に
深
い
懸
念
を
有
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
は
、
規
約
第
２
条
３
（
ａ
）、
第
７
条
及

び
第
10
条
と
の
適
合
性
に
重
大
な
疑
問
を
提
起

す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
委
員
会
は
、
次
の

諸
点
に
懸
念
を
有
す
る
。

 a）
言
論
、
結
社
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
自
由

を
含
む
、
被
収
容
者
の
基
本
的
権
利
を
制

限
す
る
厳
し
い
所
内
行
動
規
則 

 b）
頻
繁
な
独
居
拘
禁
の
使
用
を
含
む
、
厳
し

い
懲
罰
の
使
用

 c）
規
則
違
反
で
摘
発
さ
れ
た
被
収
容
者
に
対

す
る
懲
罰
を
決
定
す
る
た
め
の
公
平
か
つ

公
開
手
続
の
欠
如

 d）
刑
務
官
に
よ
る
報
復
に
対
し
て
不
服
申
立

を
行
う
被
収
容
者
の
不
十
分
な
保
護

 e）
被
収
容
者
の
不
服
申
立
を
調
査
す
る
た
め

の
信
頼
で
き
る
制
度
の
欠
如
、
及
び
、

 f）
革
手
錠
等
、
残
虐
か
つ
非
人
道
的
取
扱
い

と
な
り
得
る
保
護
措
置
の
頻
繁
な
使
用

28
．
委
員
会
は
、
中
央
労
働
委
員
会
が
、
労
働

者
が
労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

腕
章
を
着
用
し
て
い
る
場
合
に
不
当
労
働
行
為

の
申
立
に
つ
い
て
の
審
問
を
拒
絶
す
る
こ
と
に

懸
念
を
有
す
る
。
そ
の
よ
う
な
行
為
は
、
規
約

第
19
条
及
び
第
22
条
と
矛
盾
す
る
。
委
員
会
の

見
解
は
、
中
央
労
働
委
員
会
の
注
意
を
喚
起
さ

せ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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29
．
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
性
化

等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
も
関
わ
ら
ず
、
女

性
の
不
正
取
引
及
び
不
正
取
引
、
奴
隷
類
似
行

為
の
対
象
と
な
っ
た
女
性
に
対
す
る
不
十
分
な

保
護
は
、
規
約
第
８
条
の
下
で
深
刻
な
懸
念
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
児
童
の
売
春
及
び
児
童
ポ

ル
ノ
に
対
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
新
規
立
法
に

関
す
る
締
約
国
か
ら
の
情
報
に
鑑
み
、
委
員
会

は
、
そ
の
よ
う
な
手
段
は
、
性
的
同
意
の
下
限

年
齢
が
13
歳
と
低
い
場
合
に
は
、
18
歳
未
満
の

児
童
を
保
護
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
懸
念
を
有
す
る
。
委
員
会
は
、
ま
た
、
児

童
の
誘
拐
及
び
性
的
搾
取
が
刑
罰
の
対
象
と
な

る
と
い
う
事
実
に
も
関
わ
ら
ず
、
売
春
の
目
的

の
た
め
に
日
本
に
外
国
人
児
童
を
連
れ
て
く
る

こ
と
を
禁
止
す
る
た
め
に
特
定
の
法
的
条
項
の

不
存
在
に
つ
い
て
も
懸
念
を
有
す
る
。
委
員
会

は
、
状
況
が
規
約
第
９
条
、
第
17
条
及
び
第
24

条
に
基
づ
く
締
約
国
の
義
務
に
従
っ
た
も
の
と

さ
れ
る
よ
う
勧
告
す
る
。

30
．
委
員
会
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
、
特
に

家
庭
内
暴
力
及
び
強
姦
、
の
高
い
発
生
率
及
び

こ
の
慣
行
の
根
絶
の
た
め
の
改
善
措
置
の
不
存

在
に
つ
い
て
引
き
続
き
厳
に
懸
念
を
有
す
る
。

委
員
会
は
、
日
本
の
裁
判
所
が
、
性
交
の
強
要

を
含
む
家
庭
内
暴
力
が
結
婚
生
活
の
通
常
の
範

囲
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
困
惑
し
て
い
る
。

31
．
委
員
会
は
、
障
害
を
持
つ
女
性
の
強
制
不

妊
の
廃
止
を
認
識
す
る
一
方
、
法
律
が
強
制
不

妊
の
対
象
と
な
っ
た
人
達
の
補
償
を
受
け
る
権

利
を
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
遺
憾
に
思
い
、

必
要
な
法
的
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
勧
告
す

る
。

32
．
委
員
会
は
、
裁
判
官
、
検
察
官
及
び
行
政

官
に
対
し
、
規
約
上
の
人
権
に
つ
い
て
の
教
育

が
何
ら
用
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
懸
念
を
有

す
る
。
委
員
会
は
、
か
か
る
教
育
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
強
く
勧
告
す
る
。
裁
判
官

を
規
約
の
規
定
に
習
熟
さ
せ
る
た
め
の
司
法
上

の
研
究
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
委
員
会
の
一
般
的
な
性
格
を
有
す
る

意
見
及
び
選
択
議
定
書
に
基
づ
く
通
報
に
関
す

る
委
員
会
の
見
解
は
、
裁
判
官
に
提
供
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

33
．
委
員
会
は
、
政
府
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
最

終
見
解
を
基
礎
に
行
動
を
起
こ
し
、
第
5
回
報

告
の
準
備
に
際
し
て
こ
れ
ら
を
考
慮
に
入
れ
る

こ
と
を
要
請
す
る
。
ま
た
、
委
員
会
は
、
締
約

国
が
そ
の
国
内
法
を
規
約
に
完
全
に
沿
っ
た
も

の
と
す
る
た
め
に
、
そ
の
法
律
の
見
直
し
及
び

適
切
な
改
正
を
行
う
こ
と
を
継
続
す
る
よ
う
勧

告
す
る
。
委
員
会
は
、
締
約
国
が
人
権
侵
害
の

被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ

と
、
特
に
、
規
約
の
選
択
議
定
書
を
批
准
す
る

こ
と
を
勧
告
す
る
。

34
．
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
最
終
見
解
の
履
行

に
際
し
て
は
、
締
約
国
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
む
す
べ

て
の
国
内
の
関
心
を
有
す
る
関
係
者
と
の
対
話

の
中
で
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
期
待
す
る
。
委
員

会
は
、
締
約
国
に
対
し
、
そ
の
報
告
及
び
こ
れ

ら
の
最
終
見
解
を
広
く
配
布
す
る
こ
と
を
確
保

す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

35
．
委
員
会
は
、
日
本
の
第
５
回
報
告
の
提
出

日
を
２
０
０
２
年
10
月
に
指
定
す
る
。

（
訳
注
：
訳
文
中
の
「
締
約
国
」
は
、
日
本
を

指
す
）

 

（
了
）

【
編
集
部
注
】
こ
の
資
料
は
、
第
四
回
日
本
政

府
報
告
を
検
討
し
た
規
約
委
員
会
に
よ
る
一
九

九
八
年
の
最
終
見
解
の
外
務
省
仮
訳
（
原
文
は

英
語
）
で
、
外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。




